
೔ɹ࣌　1�月 �日  9�30 開場　10�00 開ԋ
৔ɹॴ　จԽ会館フΥルテ

ઓ時தに生まれてे分なڭ育をうけることができͣ、จࣈのಡみॻき
ができない ᚞子・࠺の西ാ保と、いつも൴のそばにいる最Ѫのࡀ��
（きょうこ）。ශしい家に生まれ、΄とんど学校に通えないまま大人に
なった保は、生きづらい日ʑをաごしてきた。やがて᚞子とӡ໋的な
ग़会いをՌたし結ࠗするが、そのͤ޾を手์したくないばかりに、ಡ
みॻきできないことを൴ঁにଧち明けられͣにいた。൒年後、ついに
事実が࿐見しผれを֮ޛする保だったが、᚞子は൴の手をとり「今日
からࢲがあなたの手になる」とࠂげる。どんな時もدりఴいࢧえてく
れた᚞子にँײの手ࢴをॻきたいとࢥった保は、定年ୀ職を機に໷間
த学に通いはじめる。 ��0��「3�年໨のラϒレター」੡作委員会

☎��ಇ課ڠຽࢢ　 227－60�0

ਓൃܒݖөը会ʰ��年໨のϥϒϨλーʱ
Πϕϯτ

͋Β͢͡

　ೋ࣍ݩίʔυ　 　໺ʑࢢࢢ 4%(Tਪਐٞڠձࣄ຿ہ（ࣜגձࣾ-0%6）
☎ 070－����－6�0�　 OPOPJDIJTEHT!HNBJM�DPN

ののいちϓϩギング
⾣みはこちらࠐや申しࡉৄ

　プϩΪングはごみरいとδϣΪングを૊み合わͤた৽しいフィット
ωスです。
　૸ることがۤ手な人も大ܴ׻ʂ　΢ΥーΩングίースもあります。
๺֗ࠃ道周辺のັ力をײじながら、まちをඒしく、݈ にも一歩前進ʂ߁

Πϕϯτ

೔࣌　11月 8日​ 9�30 ʙ 1��00　※ӍఱԆ期
৔ॴ　に͗わいのཬののいち��カミーϊ
ఆһ　30人（ઌண順）

　�2݄ ��೔​·Ͱʹڷ土ࢿྉؗ/P/P　☎ 2�6－2672

ͦ͹ͱམޠをָしΉ会
⾣はこちらࡉৄ

　ຖ回޷ධの、௡഼町をத৺に活動する「おきらくごの会」が今年 3度໨のొ場です。
今回もڷ౔ࢿྉ館/P/Pಛ੡の「そばޚહ」と一ॹにָしんでください。

Πϕϯτ

೔ɹɹ࣌　1�月 �0日​　৯事 13�00 ʙ 1��00
　　　　　　　　　　　　���落ޠ 1��00 ʙ 1���0
৔ɹɹॴ　ڷ౔ࢿྉ館/P/P
ఆɹɹһ　30人
�00
�　�Ճ�අࢀ ԁ
৯ࣄ಺༰ɹ手ଧちそば、΄かقઅの૜ࡊ
　　　　　※७ถञ「ᘈ

しょうじょう

ʑ」もあります。（ผྉۚ）

※イメーδࣸ真
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　市民協働課  ☎ 227－6029

女性に対する暴力をなくそう
お知らせ

　内閣府の男女共同参画推進本部は、毎年 11 月
12 日から 25 日（女性に対する暴力撤廃国際デー）
までの 2 週間を「女性に対する暴力をなくす運動」
の実施期間と定め、取り組みを一層強化しています。
　県でも、11 月に「パープルリボンキャンペーン」
を実施し、市町や各種団体と協力し、一斉に啓発活
動を実施しています。

パープルリボン（紫色のリボン）とは？
DV をはじめとする女性に対する
暴力をなくそうという国際的なシ
ンボルで、身に着けたり飾ったり
することで、女性に対する暴力根
絶の意思を示します。

パープルリボンキャンペーン 2025

取り組み一覧

◎市庁舎シンボル塔ライトアップ
　パープルリボンにちなんだ紫色にライトアップ
します。
日時　11 月 1 日㈯〜 5 日㈬ 19:00 〜 22:00
◎パープルリボンツリーの設置
　カードにメッセージを書いてツリーに飾りませ
んか？
日程　① 11 月  4 日㈫〜 28 日㈮
　　　② 11 月 22 日㈯〜 28 日㈮
場所　①市役所②にぎわいの里ののいち  カミーノ

◎図書特設コーナーの設置
　女性に対する暴力の問題に関する本を集めた特設
コーナーを設置します。
日程　11 月 1 日㈯〜 30 日㈰
場所　学びの杜ののいち  カレード
◎パネル展の開催
　市男女共同参画推進員の活動を紹介します。
日程　① 11 月  4 日㈫〜 20 日㈭
　　　② 11 月 22 日㈯〜 28 日㈮
場所　①市役所②にぎわいの里ののいち  カミーノ

11 月 17 日㈪までに二次元コードまたは健康推進課  ☎ 248－3511

こころの健康教室

日時　11 月 22 日㈯ 14:00 〜 15:30
場所　保健センター
講話　「自分を大切に想う気持ち〜日本の素晴らしさから考える〜」
講師　多賀千之氏（多賀クリニック院長）
対象　市内在住・在勤・在学の人
定員　30 人（先着順）

申し込みフォーム▶

講座・教室

　以下の日程でこころの健康教室を開催します。誰でも気軽に参加してください。

　あなたが配偶者やパートナーから受けているさまざ
まな暴力について、専門の相談員が一緒に考えます。

☑  専門の相談員が対応
☑  365 日相談対応
☑  24 時間電話対応
☑  10 か国語対応（チャット）
☑  男性の相談にも対応

● 24時間対応電話相談

　☎ 0120－2
つ な ぐ
79－8

は や く
89

●チャット相談・プラス相談箱
　チャット相談 12:00 〜 22:00
　プラス相談箱 24 時間受け付け
　ホームページからアクセス▶
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　こども家庭センター  ☎ 248－1601

子どもの虐待を防ごう
お知らせ

　11 月は「秋のこどもまんなか月間〜オレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーン〜」です。
　近年、子どもへの虐待が深刻になっています。虐待は子どもの人権を著しく侵害し、心身の健やかな成長
や発達を妨げます。児童虐待防止に地域全体で取り組むことで、発生の予防や早期発見につながります。

知らせよう　あなたが　あの子の声になる

【児童虐待とは】
●身体的虐待
　殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺れさせるなど。
●心理的虐待
　言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、子どもの目の前で家族に対して暴力を振るう（DV）
など。
●性的虐待
　子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にするなど。
●ネグレクト
　家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置する、重い病気になっても病院
へ連れて行かないなど。

　県オレンジリボンキャンペーン実行委員会（県少子化対策監室内）  ☎ 225－1421

みんなでおしゃべり
子育て講座＆座談会

日　時　11 月 22 日㈯ 10:00 〜 12:00
場　所　にぎわいの里ののいち  カミーノ
内　容　子育て講座「子どもが求めている関わり」、座談会
対　象　乳幼児から高校生までの保護者（託児あり）
定　員　30 人（先着順）
その他 託児を希望する場合は、11 月 8 日㈯までに申し込み

フォーム内で予約してください。

申し込みフォーム▶

講座・教室

　11 月のオレンジリボン・児童虐待防止推進キャンペーンに合わせ、「みんなでおしゃべり子育て講座＆座
談会」を行います。子育て講座を受講して、今あなたが思っている楽しいこと、うれしいこと、不安なこと、
悲しいこと、悩んでいることを話してみませんか。

【オレンジリボンとは】
　「子ども虐待のない社会の実現」を目指す市民運動のシンボルマークです。

あなたの一本の電話で救われる子どもがいます。
児童虐待かもと思ったらすぐに電話してください。
最寄りの児童相談所につながります。
※一部のIP電話からはつながりません。通話料は無料です。
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　11 月 9 日㈰〜 15 日㈯までの 7 日間、全国一斉に秋季火災予防運動が実施されます。火災が発生しやす
い時季を迎えますので、火の取り扱いには十分注意し、大切な命や財産を火災から守りましょう。

白山野々市広域事務組合  ☎ 276－9482

秋季火災予防運動
「急ぐ日も　足止め火を止め　準備よし」

お知らせ

　市民生活課  ☎ 227－6052

11月は「エコドライブ推進月間」
お知らせ

　11 月は車での外出が増える行楽シーズンです。運転の際にはエコドライブを心がけてみませんか。
　エコドライブとは、燃料消費量や CO2 排出量を減らし、地球温暖化防止につなげる “ 運転技術 ” や “ 心がけ ”
です。特別な知識や技術は必要ありません。今日から始められる「エコドライブ 10 のすすめ」を紹介します。

エコドライブ 10のすすめ（出典：環境省デコ活ホームページ）

1. 自分の燃費を把握しよう   6. ムダなアイドリングはやめよう

2. ふんわりアクセル「ｅスタート」
※最初の５秒で、時速 20㎞が目安   7. 渋滞を避け、余裕をもって出発しよう

3. 車間距離にゆとりをもって、加速・減速の少ない
運転   8. タイヤの空気圧から始める点検・整備

4. 減速時は早めにアクセルを離そう   9. 不要な荷物はおろそう

5. エアコンの使用は適切に 10. 走行の妨げとなる駐車はやめよう

住宅防火　いのちを守る10のポイント

４つの習慣
1. 寝たばこは絶対にしない、させない。
2. ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
3. こんろを使うときは火のそばを離れない。
4. コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。

６つの対策

1. 火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろなどは安全装置の付いた機器を使
用する。

2. 火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10 年を目安に
交換する。

3. 火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類およびカ－テンは、
防炎品を使用する。

4. 火災を小さいうちに消すために、消火器などを設置し、使い方を確認しておく。
5. 高齢者や身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。
6. 防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。

広報野々市　2025．11月号　12

　保険年金課  ☎ 227－6072

11月は「ねんきん月間」です
お知らせ

　日本年金機構と厚生労働省は 11 月を “ ねんきん月間 ” と位置付け、公的年金制度を身近に感じ、理解を
深める取り組みを行っています。
　市でも、「ねんきんネット体験会」などのイベントに加え、市役所内のモニターで年金についての動画を
１カ月限定で放映します。この機会に、年金について考えてみませんか？

　11 月 13 日㈭までにボランティアガイドののいち里まち倶楽部事務局（市観光物産協会内）
☎ 248－7332 nonoichi.satomachi@gmail.com

ののいち里まちガイド養成講座

場　所　にぎわいの里ののいち  カミーノ
対　象　野々市市に興味のある 18 歳以上の人
定　員　15 人（先着順）
受講料　1,000 円（学生は無料）
その他　申し込みは、申込書を事務局へ提出またはホームページから。電話、メールでの申し込みも可能です。
　　　　※申込書はののいち里まち俱楽部ホームページからダウンロードもできます。

ののいち里まち倶楽部　
ホームページ▶

講座・教室

　野々市を知り、野々市の魅力を伝えるボランティアガイドを養成する講座です。5 講座以上受講すること
で、里まちガイドへの入会条件を満たし、ガイドの卵として活動することができます。

日時 テーマ・内容 講師
11 月 20 日㈭
19:30 〜 21:00

＜開講式・受講ガイダンス＞
ボランティアガイドの役割

桝谷泰裕氏
（ののいち里まち倶楽部代表幹事）

11 月 30 日㈰
9:30 〜 11:30

バスに乗って市内の史跡を巡る
（ののいちお宝ツアー） ののいち里まち倶楽部員

12 月 17 日㈬
19:30 〜 21:00

野々市の歴史探訪
〜高尾城の戦い・虎猫御書・布市神社秘話〜

浦勝久氏、岡田稔氏、進宅京子氏
（ののいち里まち倶楽部員）

令和８年 1 月 14 日㈬
19:30 〜 21:00 昭和の野々市町合併秘話 笠間悟氏

（市中央公民館長）
2 月 7 日㈯
13:30 〜 15:00 江戸時代の旅と北国街道について 木越隆三氏

（金沢工業大学客員教授）
2 月 18 日㈬
19:30 〜 21:00 水毛生家の町家と庭園について 水毛生貴之氏

（学びの杜ののいち  カレード職員）
※ 3 月中旬にも講座を予定しています。日時と内容は受講生へ連絡します。

図書展示「わたしと年金」
　昨年より書籍数を増やして、図書展示「わたし
と年金」を行います。年金受給などの最新版パン
フレットも無料配布します。
日時　11 月 1 日㈯〜 30 日㈰
場所　学びの杜ののいち  カレード

ねんきんネット体験会
　マイナポータルとねんきんネットを連携するこ
とで、日本年金機構から届く各種通知書を電子デー
タで受け取ることができ、各種手続きもオンライ
ンで行えることを知っていますか？　来場者プレ
ゼントもありますので、まだ登録していない人は
ぜひ来場してください。
日　時　11 月 20 日㈭ 10:00 〜 12:00
　　　　　　　　　　  13:00 〜 15:30
場　所　イオンスタイル御経塚
持ち物　マイナンバーカード、スマートフォン
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①、②に関すること　松任税務署　　　   ☎ 276－2698
③、④に関すること　（公社）松任法人会  ☎ 274－3157

税を考える週間
～これからの社会に向かって～

お知らせ

　11 月 11 日㈫〜 17 日㈪は「税を考える週間」です。税の意義や役割について考え、税に対する理解をよ
り一層深めてみませんか。

①税に関する作品の展示
　市内の小学生、中学生、高校生から提出された税に
関する作品の優秀作品を展示します。
日　時　11 月 11 日㈫〜 17 日㈪ 9:00 〜 22:00
場　所　イオン松任店（白山市）

②北陸税理士会松任支部による無料税務相談

日　時　11 月 15 日㈯ 10:00 〜 15:00
場　所　イオン松任店（白山市）

③公開講演会

日　時　11 月 18 日㈫ 15:00 〜
場　所　松任文化会館ピーノ（白山市）
定　員　200 人
【第１部】15:00 〜
テーマ　「事業者のデジタル化と税務行政における DX」
講　師　笹嶋幸則氏（松任税務署長）
【第 2部】15:30 〜
テーマ　「どうなる日本〜政局と今後の経済動向〜」
講　師　田﨑史郎氏（政治ジャーナリスト）

④松任法人会女性部会　租税教室＆講演会

日　時　11 月 27 日㈭ 13:30 〜 15:30
場　所　松任コミュニティセンター（白山市）
定　員　40 人
【租税教室】13:30 〜 14:20
テーマ　「税金の壁、副業への対応 etc.」
講　師　釡谷華氏（北陸税理士会松任支部税理士）
【公開講演会】14:30 〜 15:30
テーマ　「社員と共に時代を生きる」
講　師　久保圭子氏（八幡グループ代表取締役）

11 月 14 日㈮までに石川税務連絡協議
会・（公社）松任法人会に電話または
右記申し込みフォーム

11 月 21 日㈮までに（公社）松任
法人会女性部会に電話または右記
申し込みフォーム

国税庁の取り組み紹介▶

松任税務署  ☎ 276－2961

所得税の基礎控除の見直し等に関する説明会
お知らせ

　令和 7 年分年末調整時の所得税基礎控除の見直しなどについて説明します。

日時　① 11 月 13 日㈭ 10:00 〜 11:30、13:30 〜 15:00
　　　② 11 月 26 日㈬ 10:00 〜 11:30、13:30 〜 15:00
　　　③ 11 月 28 日㈮ 10:00 〜 11:30、13:30 〜 15:00
場所　①松任コミュニティセンター（白山市）、②③松任税務署（白山市）
講師　①②③松任税務署担当官
定員　各 30 〜 40 人
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11 月 21 日㈮までに総務課  ☎ 227－6051

生活安全審議会委員を募集します
募集

　市民生活の安全の確保に関する基本的施策 5 項目について審議
する委員を募集します。
応募資格　20 歳以上の市民
募集人数　若干名
委嘱期間　2 年間（令和 7 年 11 月 29 日〜令和 9 年 11 月 28 日）
応募方法 所定の応募申込書に「野々市市の生活安全についての

意見」（400 〜 1,200 文字）を添えて提出してください。

基本的施策
1. 交通安全の確保
2. 暴走族の撲滅
3. 防犯体制の確立
4. 青少年の健全育成
5. 良好な生活環境の保持

介護長寿課  ☎ 227－6066

障害者控除対象者の認定
お知らせ

　11 月 4 日㈫から障害者控除対象者認定の申請を受け付けます。
　次の要件に該当する人は、後日交付される認定書を確定申告や住民税申告の際に添付すると、障害者控除
として所得税や住民税の控除を受けることができます。本人が非課税であっても、本人を扶養する親族が課
税であれば親族が控除を受けることができます。
要件　65 歳以上で要介護（要支援）認定を受けていて、市が定める条件を満たしていること
申請に必要なもの　①申請書②申請者の身分証明書（運転免許証など）

市民生活課  ☎ 227－6052

ごみ出しのルールを守りましょう
お知らせ

　ルールを守らずにごみを出すと、収集できずにごみの飛散や悪臭などが発生し、地域の皆さんの迷惑にな
ります。快適な住環境の維持のため、ごみ出しのルールは必ず守りましょう。
　引っ越しなどで大量のごみが出る際には、計画的なごみ出しをお願いします。

市ホームページ　
（資源の拠点回収協力店）▶

◎段ボールなどの捨て方
　段ボールなどの古紙類を一般ごみに出していませんか？　古紙はきちんと分
別することで貴重な資源となり、ほぼ 100％リサイクルできます。子ども会
などが行う地域の集団回収や市役所東側のエコステーションを利用してくださ
い。エコステーションに出す場合は、できるだけ紙ひもでまとめてください。
　また、近隣の商業店でも回収を行っているところがあります。詳細は市ホー
ムページを確認してください。

教育総務課  ☎ 227－6162　 227－6258 kyouiku_soumu@city.nonoichi.lg.jp

野々市市いじめ防止条例（案）の
パブリックコメントを募集します

　いじめ防止などのための対策を総合的かつ効果的に推進するため、条例を制定します。その内容について
パブリックコメントを募集しています。さまざまな視点からの意見や提言をお願いします。
募集期間　11 月 10 日㈪まで
公表方法　市ホームページ、教育総務課窓口で公開
提出方法　郵送、電子メール、ファクス、文書の持参　※電話や口頭での意見は受け付けできません。

募集
市ホームページ▶
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地
区
の
催
し

本
町
地
区

◎
食
肉
セ
ミ
ナ
ー
②
～
ま
だ
出
会
っ
た

こ
と
の
な
い
お
料
理
と
お
寺
巡
り
～

青
木
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
で
サ

モ
サ
風
肉
巻
き
、
牛
肉
の
ト
マ
ト
シ

チ
ュ
ー
を
作
っ
た
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
「
ま
い
ど
さ
ん
」
の
案
内
で
寺

町
寺
院
群
を
散
策
し
ま
す
。

日
時
11
月
28
日
㈮
午
前
９
時
30
分
～

午
後
３
時
帰
着
予
定

集
合
場
所
に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち

カ
ミ
ー
ノ

講
師
谷
敬
子
氏
（
青
木
ク
ッ
キ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
講
師
）

対
象
本
町
地
区
住
民

定
員
18
人
（
先
着
順
）

参
加
費
千
円
（
申
込
時
徴
収
）

持
ち
物
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、マ
ス
ク
、

手
拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

11
月
11
日
㈫
か
ら
野
々
市
公
民

館

☎
２
４
８・０
５
２
１

富
奥
地
区

◎
秋
探
し
「
音
楽
と
歴
史
に
触
れ
る
」

富
奥
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
♪

日
時
11
月
22
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

場
所
富
奥
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

内
容
〈
音
楽
〉「ensem

ble nature

」

に
よ
る
混
声
コ
ー
ラ
ス

　
　
　〈
歴
史
〉の
の
い
ち
里
ま
ち
倶
楽

部
に
よ
る「
野
々
市
の
み
ぢ
か

な
お
宝
」、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
パ

ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
付
き

対
象
富
奥
地
区
住
民

定
員
50
人
程
度
（
先
着
順
）

参
加
費
１
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

11
月
７
日
㈮
か
ら
富
奥
公
民
館

◎
冬
の
富
公
祭
～
人
と
ふ
れ
あ
い
、
文

学
と
ふ
れ
あ
う
～
「
富
奥
文
芸
講
座
」

日
時
12
月
６
日
㈯
午
後
１
時
受
け
付

け
開
始
、
２
時
開
演
、
３
時
終

了
予
定

場
所
富
奥
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

内
容
泉
鏡
花
作
「
高こ

う

野や

聖ひ
じ
り」
の
朗
読

（
煎
茶
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
お
茶

と
和
菓
子
付
き
）

出
演
髙
輪
眞
知
子
氏
（
朗
読
小
屋
浅

野
川
倶
楽
部
主
宰
）

対
象
富
奥
地
区
住
民

定
員
50
人
程
度
（
先
着
順
）

11
月
12
日
㈬
午
前
９
時
か
ら
富
奥

公
民
館

◎
お
と
な
no
ま
な
び
⑥
体
に
優
し
い
酒

粕
の
和
ス
イ
ー
ツ

日
本
酒
「
猩

し
ょ
う
じ
ょ
う々」
の
酒
か
す
と
野
々

市
産
の
椿
オ
イ
ル
と
米
粉
を
使
っ
た
和

風
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
を
作
り
、
持
ち
帰

り
ま
す
。
試
食
も
あ
り
ま
す
。

日
時
12
月
13
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

場
所
富
奥
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

講
師
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
登
録
団
体

ｅ
‐
や
ん

対
象
富
奥
地
区
住
民

定
員
16
人
（
先
着
順
）

材
料
費
千
円
（
当
日
徴
収
）

持
ち
物
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、マ
ス
ク
、

手
拭
き
タ
オ
ル
、
あ
れ
ば
泡
立

て
器

11
月
14
日
㈮
か
ら
富
奥
公
民
館

☎
２
４
８・０
８
２
９

郷
地
区

◎
各
種
講
座
＆
Ｇ
Ｏ
！
郷
カ
フ
ェ

日
時
①
11
月
21
日
㈮
、②
12
月
３
日
㈬

午
前
10
時
～
11
時
30
分

場
所
郷
公
民
館

内
容
①
「
命
綱
は
筋
力
」
高
齢
者
の

筋
力
を
向
上
さ
せ
る
ポ
イ
ン
ト

②
「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
出
張
出
前
講

座
」
年
齢
、
性
別
、
身
体
の
ハ

ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
を
超
え

て
楽
し
め
る
電
子
機
器
を
使
っ

た
ス
ポ
ー
ツ
体
験

対
象
郷
地
区
住
民

郷
公
民
館☎

２
４
８・０
２
５
０

押
野
地
区

◎
ふ
れ
あ
い
も
ち
つ
き
会

日
時
11
月
30
日
㈰
午
前
９
時
50
分
～

午
後
２
時

場
所
押
野
公
民
館

内
容
餅
つ
き
実
演
（
ち
び
っ
こ
体
験

あ
り
）、
冬
野
菜
即
売
会
、
公

民
館
サ
ー
ク
ル
・
放
課
後
子
ど

も
教
室
・
公
民
館
事
業
な
ど
の

作
品
展
示
、「
シ
ャ
カ
シ
ャ
カ

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
と
グ
ラ
ス
ア
ー

ト
作
り
」な
ど
の
ク
ラ
フ
ト
体
験

（
要
実
費
）

※
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
・
奥
能
登

豪
雨
災
害
義
援
金
の
募
金
へ
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
募
金
し
た
人
に
つ

き
た
て
餅
を
配
布
し
ま
す
。

対
象
押
野
地
区
住
民

押
野
公
民
館

◎
親
子
ド
ロ
ー
ン
体
験

日
時
11
月
30
日
㈰
①
正
午
～
②
午
後

１
時
～
（
各
50
分
）

場
所
押
野
公
民
館

対
象
押
野
地
区
住
民

定
員
10
組
（
先
着
順
）

参
加
費
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

11
月
12
日
㈬
か
ら
押
野
公
民
館

◎
押
絵
で
作
る
干
支
飾
り

日
時
12
月
６
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分

場
所
押
野
公
民
館

内
容
色
紙
を
台
紙
に
し
て
来
年
の
干

支
「
午う

ま

」
を
作
り
ま
す
。

講
師
塩
田
智
咲
氏

対
象
押
野
地
区
住
民

定
員
10
人
（
先
着
順
）

参
加
費
８
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

持
ち
物
は
さ
み
、
布
用
は
さ
み

11
月
６
日
㈭
午
前
10
時
か
ら
押

野
公
民
館

☎
２
４
８・２
８
３
９
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イ
ベ
ン
ト

女
性
セ
ン
タ
ー

◎
ボ
ー
ド
で
作
る
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

日
時
11
月
25
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

場
所
女
性
セ
ン
タ
ー

内
容
ボ
ー
ド
を
土
台
に
し
て
ツ
リ
ー

を
作
り
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
で

飾
り
ま
す
。

講
師
大
石
明
子
氏

対
象
市
民

定
員
10
人
（
先
着
順
）

参
加
費
２
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

持
ち
物
花
ば
さ
み
（
な
け
れ
ば
工
作

用
は
さ
み
）

11
月
７
日
㈮
午
前
９
時
か
ら
女

性
セ
ン
タ
ー

☎
２
４
６・０
８
１
０

野
々
市
市
民
音
楽
祭
２
０
２
５

野
々
市
に
新
た
な
感
動
の
ひ
と
と
き

が
始
ま
る
。
新
し
い
音
楽
月
間
の
誕

生
！

市
内
の
音
楽
団
体
、
音
楽
家
、

中
学
校
な
ど
の
音
楽
系
部
活
動
が
一
堂

に
会
し
た
、
市
民
手
作
り
の
コ
ン
サ
ー

ト
が
今
始
ま
り
ま
す
！

日
時
11
月
９
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

４
時
30
分
（
午
後
１
時
開
場
）

場
所
文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ

市
音
楽
文
化
協
会

☎
０
７
０・５
６
３
５・０
９
０
２

（
非
通
知
不
可
）

onbunkyo.nono1@
gm

ail.com

環
境
に
関
す
る
作
品
展

夏
休
み
に
市
内
小
中
学
生
が
取
り
組

ん
だ
「
調
べ
る
学
習
」
の
中
で
、
公
民

館
連
合
会
表
彰
を
受
賞
し
た
環
境
に
関

す
る
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

日
時
12
月
２
日
㈫
～
14
日
㈰

場
所
に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち  

カ

ミ
ー
ノ
、
富
奥
防
災
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
郷
公
民
館
、

押
野
公
民
館
、
女
性
セ
ン
タ
ー

中
央
公
民
館☎

２
４
８・０
５
２
１

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

◎
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
～
ク
リ
ス

マ
ス
に
素
敵
な
音
楽
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
～

日
時
12
月
14
日
㈰
午
後
２
時
開
演

場
所
に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち  

カ

ミ
ー
ノ

演
奏
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
ア
カ
デ
ミ
ー
室

内
管
弦
楽
団

対
象
市
民

定
員
１
０
０
人
（
先
着
順
）

そ
の
他
申
込
時
に
整
理
券
を
配
布
し

ま
す
。

11
月
25
日
㈫
午
前
９
時
か
ら

野
々
市
公
民
館
☎
２
４
８・０
５
２
１

わ
く
わ
く
科
学
実
験

一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
て
、遊
ん
で
、ワ
ー

ク
シ
ョッ
プ
を
し
て
仲
良
く
な
ろ
う
♪

日
時
①
12
月
７
日
㈰
②
１
月
４
日
㈰

③
２
月
１
日
㈰
④
３
月
１
日
㈰

⑤
３
月
26
日
㈭
午
後
０
時
30
分

～
３
時
30
分

場
所
野
々
市
市
三
日
市
一
丁
目

内
容
①
ペ
ー
パ
ー
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ

フ
ィ
ー
②
ス
ケ
ル
ト
ン
リ
ー
フ

作
り
③
人
工
イ
ク
ラ
を
作
ろ
う

④
宝
石
せ
っ
け
ん
を
作
ろ
う
⑤

マ
ー
ブ
リ
ン
グ
の
カ
ー
ド
作
り

対
象
市
内
在
住
の
幼
児
～
中
学
生

定
員
各
回
30
人

参
加
費
１
回
５
０
０
円
（
ラ
ン
チ
と

お
土
産
付
き
）

野
々
市
こ
ど
も
食
堂
み
か
づ
き

nonoichikodom
o-3@

yahoo.
co.jp

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
▼

講
座
・
教
室

や
さ
し
い
日
本
語
講
座

◎
や
さ
し
い
日
本
語
講
座
～
身
近
に
住

む
外
国
人
と
日
本
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
す
る
に
は
～

県
内
の
外
国
人
住
民
数
が
増
加
傾
向

に
あ
る
中
で
、
誰
の
た
め
に
、
何
の
た

め
に
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
が
必
要
な

の
か
、
そ
の
基
礎
知
識
を
学
び
ま
す
。

日
時
11
月
22
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

場
所
に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち  

カ

ミ
ー
ノ

講
師
村
上
好
江
氏
、
鹿
野
み
ど
り
氏

（
県
日
本
語
講
師
会
）

対
象
市
民

定
員
20
人
（
先
着
順
）

11
月
６
日
㈭
か
ら
野
々
市
公
民

館

☎
２
４
８・０
５
２
１

医
療
と
介
護
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
医
療
介
護
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
実
態
と
対
応
～
こ
れ
っ
て
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
～
」
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
ま
す
。
北
島
正
悟
弁
護
士

に
よ
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
の
講
演
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
来
場
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時
11
月
15
日
㈯
午
後
３
時
～
５
時

場
所
白
山
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
（
白

山
市
）

11
月
10
日
㈪
ま
で
に
二
次
元

コ
ー
ド

ま
た
は
介
護
長
寿
課☎２

２
７・６
０
６
７

教
育
講
演
会

◎
部
活
動
改
革
～
リ
ソ
ー
ス
な
き
地
域

移
行
か
ら
の
出
発
～

日
時
11
月
28
日
㈮
午
後
６
時
開
始

場
所
に
ぎ
わ
い
の
里
の
の
い
ち  

カ

ミ
ー
ノ

講
師
内
田
良
氏
（
名
古
屋
大
学
大
学

員
教
授
）

白
山
・
野
々
市
教
育
を
考
え
る

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム☎

２
７
５・０
１
７
９
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公
立
松
任
石
川
中
央
病
院

◎
市
民
公
開
講
座
「
知
っ
て
、防
い
で
、

笑
顔
の
未
来
～
病
気
の
予
防
と
健
康
づ

く
り
～
」

日
時

11
月
��
日（
月・振
休
）午
後
２

時
～
４
時

場
所
松
任
文
化
会
館
ピ
ー
ノ
（
白
山

市
）

内
容
①
健
診
で
未
来
を
守
る
～
早
期

発
見
と
予
防
の
第
一
歩
～

　
　
　
②
生
活
習
慣
病
予
防
・
改
善
の

た
め
の
運
動
療
法

　
　
　
③
人
生
何
が
起
き
る
か
わ
か
ら

な
い
～
太
蔵
流
チ
ャ
ン
ス
を
つ

か
む
技
術
～

講
師
①
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
医
師
②

健
康
運
動
指
導
士
③
杉
村
太
蔵

氏
（
元
衆
議
院
議
員
）

公
立
松
任
石
川
中
央
病
院

☎
２
７
５・２
２
２
２

小
学
生
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

◎
知
っ
て
ネ
ッ
ト
教
室
＆
パ
ソ
コ
ン
で

年
賀
状
作
り

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
正
し
く
、
安
全

に
、
楽
し
く
使
う
た
め
の
小
学
生
向
け

講
座
で
す
。プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
本
、

検
索
や
マ
ッ
プ
の
活
用
法
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
紹
介
。
パ
ソ
コ

ン
で
年
賀
状
作
り
に
も
挑
戦
し
ま
す
！

日
時
1�
月
13
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分

場
所
文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ

対
象
市
内
小
学
３
～
６
年
生

定
員
10
人
（
先
着
順
）

二
次
元
コ
ー
ド

文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ

☎
２
４
８・８
０
０
０

お
知
ら
せ

全
国
道
路・街
路
交
通
情
勢
調
査

９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
全
国
道

路
・
街
路
交
通
情
勢
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
自
動
車
の
使
わ

れ
方
や
道
路
の
状
況
な
ど
を
調
べ
る
も

の
で
、
お
お
む
ね
�
年
に
1
回
実
施
し

て
い
ま
す
。
無
作
為
に
抽
出
し
た
自
動

車
の
所
有
者
に
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す

の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

金
沢
河
川
国
道
事
務
所

☎
２
６
４・９
９
１
２

慰
霊
友
好
親
善
事
業

先
の
大
戦
で
の
戦
没
者
遺
児
が
旧
戦

域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も

に
、
現
地
住
民
と
友
好
親
善
を
深
め
る

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善

事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
程
《
前
班
》
令
和
８
年
３
月
�
日

㈯
～
13
日
㈮
《
後
班
》
令
和
８

年
３
月
９
日
㈪
～
1�
日
㈰

訪
問
地
域
ミ
ャ
ン
マ
ー（
ヤ
ン
ゴ
ン
、

ペ
グ
ー
）

対
象
戦
没
者
遺
児

定
員
各
30
人
（
希
望
多
数
の
場
合
、

選
考
）

参
加
費
10
万
円

1�
月
５
日
㈮
ま
で
に（
一
財
）石
川

県
遺
族
連
合
会
☎
２
６
３・３
８
２
１

（
一
財
）日
本
遺
族
会
事
務
局

☎
０
３・３
２
６
１・５
５
２
１

司
法
書
士・税
理
士
無
料
相
談
会

◎
県
内
一
斉
司
法
書
士・税
理
士
に
よ

る
相
続・遺
言・成
年
後
見
無
料
相
談
会

《
電
話
相
談
》

日
時
11
月
��
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

４
時

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
２
１
８・５
６
６
５

《
面
談
相
談
》

日
時
11
月
��
日
㈯
午
後
１
時
～
４
時

場
所
交
遊
舎

県
司
法
書
士
会☎２

９
１・７
０
７
０

社
会
保
険
労
務
士
無
料
相
談
会

働
く
人
も
事
業
主
も
職
場
で
の
悩
み

や
疑
問
を
労
働
・
年
金
の
専
門
家
で
あ

る
社
労
士
に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◎
電
話
に
よ
る
相
談

日
時
1�
月
２
日
㈫
午
前
10
時
～
午
後

５
時

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
２
９
１・５
４
１
８

◎
対
面
に
よ
る
相
談

日
時
1�
月
２
日
㈫
午
前
10
時
～
午
後

５
時

場
所
県
社
会
保
険
労
務
士
会

県
社
会
保
険
労
務
士
会

☎
２
９
１・５
４
１
１

労
働
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

◎
11
月
は
「
労
働
保
険
未
手
続
事
業
一

掃
強
化
期
間
」
で
す

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用

保
険
を
総
称
し
た
も
の
で
す
。
労
働
保

険
は
、
仕
事
や
通
勤
に
よ
る
傷
病
や
失

業
に
よ
る
休
業
な
ど
の
際
に
、
労
働
者

と
そ
の
家
族
を
守
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ー

ネ
ッ
ト
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

ま
す
。

労
働
保
険
は
農
林
水
産
の
事
業
の
一

部
を
除
き
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ

て
い
れ
ば
必
ず
加
入
手
続
き
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

白
山
公
共
職
業
安
定
所

☎
２
７
５・８
５
３
３

福
祉
施
設
見
学
会

福
祉
の
仕
事
現
場
を
あ
な
た
の
目
で

実
際
に
見
て
み
ま
せ
ん
か
？

最
初
の

一
歩
を
手
伝
い
ま
す
。

対
象
福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る

人
、
就
職
を
希
望
す
る
人

見
学
施
設
一
覧
▼

11
月
�8
日
㈮
ま
で
に
二
次
元
コ
ー
ド

石
川
県
福
祉
の
仕
事
マ
ッ
チ
ン
グ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー☎２

３
４・１
１
５
１
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